
第１回「特別支援学級運営充実推進委員会」会議録 
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（２）各種取組の更なる充実に向けて 

①教員の専門性向上に関する取組 

 

今スライドを使って説明してくださった分と最初に総合教育センターが説明し

た２枚のプリントについてお願いします。スライドの下には事務局の方から皆さ

んに議論していただきたいことが書かれています。それをヒントにしてくださっ

てもいいので、ご意見とか質問、感想なども含めて言っていただけたらありがた

いです。 

委員の皆さん、どうでしょうか。 

 

研修では、皆さんが熱心に聞いてくださったので、話してよかったという実感

がありました。 

ただ、子供に関しての感じ方は、後ろ向きな感じ方や否定的な感じ方の保護者

なら違う感じになると思います。子供を導いていくタイプの保護者、ただただ困

っているが、どうにかしたいと思い、スキルはないがアドバイスを受けたらしよ

うとする保護者、子供が困っていても気が付かなかったり、放置したりしている

無関心な保護者という３つのタイプがあると思います。無関心な保護者はどうす

るのか、ただただ困っている保護者を見つけるのはどうするのか、というような、
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もっとバラエティにとんだ内容でお伝えできたらよかったのかなと反省点として

持っています。 

 

今、我々では気づかないようなポイントを教えていただきました。お話を伺っ

て「なるほど」と思いました。 

他の委員さん、どうでしょうか。 

 

私も自分の娘が小学校・中学校と地元の支援学級に通ったからこそ得たことや、

今に至るようなことを、前向きな意見として話をさせていただきました。最後に

教職員の方々が感想を書いてくださっていて、たくさんの方が「保護者の生の声

を聴いて勉強になってよかった」ということを書いてくださっていました。それ

を読んで涙が出ました。 

もうひとつ、私は娘が学校に通っているときは、先生と話し合いをする場を何

回も設けていただいていたので、保護者の生の声をなかなか聴くことがないとい

う先生がいることにびっくりしました。娘を預けるには、先生とは何回も話し合

いをしなければ、伝わらない部分もあると思っていたので、その時間を大事にし

ました。ですから、そこは少しびっくりしたのと、そこも前向きな保護者との違

いかなと思いました。今回、新任の先生方に話をさせていただきましたが、娘を

育てていて、交流学級の大切さをすごく感じているので、できれば教職員の皆さ

んに、この委員会を通して知っていただきたいことがたくさんあります。管理職
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の方が、特別支援学級の担任をどの先生にあてるのかを考えるときに参考になる

こともたくさんあると思うので、全教職員の先生方に勉強していってもらいたい

と感じております。 

 

私も、委員さんの話を聞いて、「保護者の本当の気持ちを初めて聞いた」という

先生方の感想に少しショックを受けました。教員なら毎日保護者と話をしている

だろうと思うところがありますが、それができていないのですね。もしかしたら

子供の不適切な行動も、保護者の方のお話をしっかりと聞いていたら、起こって

なかったのではないかと思うことがあります。そのあたりについて、学校の先生

方どうですか。 

 

確かに保護者のタイプはいろいろあって、困っていても学校にお任せというタ

イプの保護者が大半であるといった印象があります。学校は、保護者を支援する

という視点も大事になってきていると感じています。市町村においても、保護者

支援という研修をしてくれたりして、子供だけではなく、子供の後ろにいる保護

者も一緒に支援するということが必要になってきているのではないかと思いま

す。前回の会で、学校の中だけで解決しがちだという話をいただいてから、学校

の先生方に、「家でしていることをどんどん聞きましょう。」、「家での声掛けや手

立てを、保護者にどんどん聞いていくことが大事です。」と伝えています。保護者

も先生に聞かれると答えてくれるというところもありますので、学校側が保護者
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に歩み寄るというのをこれからもしていこうと思っています。 

 

先生の方から歩み寄っていくということですね。学校にお任せという保護者さ

んもいるので先生が待っているだけでは情報交換もできないということになりま

す。 

他の委員さん、どうですか。 

 

何となくですが、保護者とお話するときは、教員はトラブルがあったときや面

談など、限られた時間に話をすることが学校のやり方だと思います。自分の経験

的には、それだけでは足りないと感じるので、私は困ったことは、すぐに保護者

に聞いています。学校でも家でも困っていることがあれば、話をして、どうやっ

てすり合わせていくかを話し合っていけば、うまくいかないことはなかったと思

います。 

教員にもタイプがあるので、学校で何かなければ話をしないという先生もいま

すが、特に特別支援学級の担任の先生は保護者と連携したほうがいいと思ってい

ます。担任者研修会で、そう感じた先生方も多いと思うので、一緒に働いている

先生にも伝えていきたいと思っています。 

 

特別支援学級を担任して３、４年になるのですが、保護者の思いを聞くことは

あまりなかったので、保護者の思いを聞く機会があればどんどん参加していきた
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いと思っています。保護者の方も本当にいろいろなタイプがありますが、会って

話したり、電話をしたりするということが大事であると思っていますが、保護者

も忙しくて、学期一回の面談もままならないこともあります。そんな時に、どう

やって、連携して進めていったらいいのか悩むこともあります。学期に一回の懇

談では、個別の教育支援計画や個別の指導計画を一緒に考えていくのですが、私

の反省として、これまで形式的なやり取りになっていたのではないかと、今回委

員をしたことで、自分を振り返りました。その中で、ご家庭でうまくいっている

手立てを聞き出したり、保護者の意見を反映した個別の教育支援計画になるよう

に、もっとやり取りが必要なのではないかと思いました。 

どんな時に話す機会があったか、教えていただきたいのですが、どうされてい

ましたか。 

 

連絡ノートに書かれている内容を見て、電話をした方がいいと思った時や、気

になることが続いた時は早め早めに先生と話すことにしていたので、連絡ノート

がヒントになっていました。また、お迎えの時など、なるべく先生と顔を合わせ

て、一言二言、話すことで信頼関係ができてきていました。 

研修を受けてくださった先生方の感想において、「娘さんが１８歳になった時点

の話を聞くことができたこともよかった」とか、「先を見据えた支援が大切という

ことがわかった」というご意見もたくさんあったので、よかったと思っています。 
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保護者と教員の立場から話をしていただきましたが、保護者との連携が大切だ

ということはわかっているのですが、なかなかそういう機会がない。待っている

だけでは、連携は図れません。大切だと思いながらも、うまくできていないので、

うまくできているケースを参考にしながら教員同士が情報交換をしていくことが

必要だと思います。 

教員は「うまくいっている人から学びたい」、「現場のうまくいっているケース

から学びたい」という気持ちを持っているので、どんな方法があるか後半でまた

考えたいと思います。 

他に意見はありますか。 

 

「あどばいすタイム」、「e-ラーニング」について、何かと比較するわけではあり

ませんが、非常に多くの人が参加しアクセスしているという印象を持ちます。ま

た、開催したあとの情報共有が大切なのではないかと思ったりします。コロナに

よってオンラインを活用することが広まりましたが、一つの手法として、オンデ

マンドで配信していくということも、そのとき都合がつかなかった先生も後で聞

けるということで、情報共有できる機会が増えるのではないかと思いました。せ

っかくのいい取組を、できるだけ多くの人にという視点でそう感じます。 

先ほどの保護者の方との関わりというところで、福祉の世界にも同じことがよ

くあります。保護者にもいろいろなタイプの方がいらっしゃいます。福祉の世界

では、入所の方と通所の方とでは温度差があり、一概には言えませんが、通所の
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保護者の方が温度としては高く感じます。というのも、通所の方は、日中の通所

の時間帯以外は家庭にいらっしゃいます。つまり、自分たちもその一人のお子さ

んを背負っているということがあって、いろいろな思いがあります。福祉施設の

職員からすれば、通所の施設の職員の方が大変なのです。保護者の方に思いがあ

りますから、施設に対してのニーズが増えてくるわけです。そんな時に、やはり

職員にはしっかりと対応して、かわさないということを話しています。しっかり

と知識を持って、説明を求める保護者には自分たちもそれに答えるだけの専門性

を持って、対応してくださいと話しています。また、ほったらかしの保護者はパ

ワーペアレントになりがちで、いろいろ困ることもあるのですが、常に正面から

受け止めて引かないこと、そのためには、普段しっかりとした支援ができている

ということを言えることが大切であるという話をよくしています。今までの話を

聞いて、思い返して勉強したところです。 

 

スライドの３番目のなかに「現場のニーズに応じたオンライン研修の内容・方

法は？」とありましたが、「オンデマンド」という方法について事務局どうですか。 

 

放課後にいろいろな校務と重なって参加できないという声を多数いただいてい

ます。今後、県としても「オンデマンド配信」について検討していこうと考えてい

ます。 
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放課後の時間帯にオンデマンドやオンラインの研修をしてくださるということ

は、大変ありがたく感謝しています。毎回４０名程度という参加人数については、

もう少し多くてもいいのではないかと思います。教員の忙しさもあるでしょうが、

もう一方では、教員の資質向上への意欲が高い人と低い人の差が大きいのではな

いかと思うところもあります。全員に対して「研修しなさい」とは、なかなか言え

ない状況もあります。学校として、こういう研修の機会をどう生かしていくかと

いうことが、学校経営上の課題だと思います。「全員が必ず研修しなさい」とは言

えないことから、他の委員さんからお話があったように、学校が、特別支援学級

の担任にどういった教員をもっていくかということを考えていってもらうことに

もつながるのではないかと思います。 

 

現場の先生のことをよくわかってくださっている委員さんがいてくださること

を、ありがたいと思っています。実際に推進月間のeｰラーニングを受けましたが、

何年か特別支援学級の担任をしているので簡単だと思っていたら意外と難しく

て、勉強になりました。特別支援学級の担任ではない先生も勉強になったと言っ

ていました。 

問題が大変よかったということをお伝えしたかったのと、もう一つは正直なと

ころ、忙しい時期ですごくストレスだと感じました。自己研修、自己研鑽をした

いと思うためには、余裕がないとできません。この期間を設けないと誰もやらな

いのですが、そことのバランスが難しいと感じます。今日のスライドでひとつ気
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になったのが『好きな時間に好きな場所で』は違うと思いました。 

チラシを作ってくださったり、「あどばいすタイム」も設けてくださったりとあ

りがたいのですが、徳島のホームページが探しにくいです。総教センターのホー

ムページが充実しているとお聞きしたが、とてもわかりにくいです。「あどばいす

タイム」の資料もあるとお聞きしましたが、パスワードがわからない。そこまで

辿り着くのがめんどくさくてやめてしまう人もいると思います。検索しても徳島

のホームページは出てきません。良くしてもらいたいと思ってお伝えするのです

が、他県のホームページはわかりやすくて、フォームまであります。徳島の場合、

現場の教員はすぐに作らなくてはいけないという状況があるのに、ハンドブック

がPDFで載っていたりして入力ができません。また、どういうふうに書けばいい

のかよくわかりません。現場の教員は忙しくて、そこまで読む余裕もありません

し、たくさんの資料があるのにそこにアクセスしにくいです。ニーズに合うとこ

ろにパッとアクセスできたらいいと思います。 

 

貴重な意見をありがとうございます。アクセスしにくい、わかりにくいという

ご意見をいただいたので、「見やすい」、「使いたい・使える」というホームページ

にしていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

委員からのご意見のように、現場の先生は本当に忙しいです。その状況の中で、

目の前の子供の支援に困っていて、藁にもすがる思いで総合教育センターにアク
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セスしたのだが、どこを見たら良いのかわかりにくく、ややこしいので断念して

いるということですので、事務局さん、よろしくお願いします。これは重要な指

摘だと思います。来年の１月の委員会までには対応して、きちんと報告していた

だきたいと思います。 

他にご意見はありますか？ 

 

新しい取組をしていただいて、検討委員会自体の成果が出ていると思います。

気づいたことは、専門性の向上というところで、当事者の方にも研修の講師に招

くということも必要なのではないかと思います。学校の中、家庭の中で揺れてい

る感情を持っていたり、場合によったら、保護者の思いと、本人の思いは違って

いたりすることもありますので、本人視点からの学びも大事だと思いますので、

そういった機会を持っていただきたいと思いました。 

福祉の現場でも、卒業していくと、意思決定支援ということで、とにかく本人

の思いを大事にしよう、また、それを引き出そうということで、本人の思いを一

番に考えて計画を作っていくという視点が大事になってきています。教育の現場

でもそういう部分を引き出していただいて、また場合によったら、教育の計画の

中で汎用していただくという視点を持っていただけたらと感じました。 

それと、３ページの「あどばいすタイム」ですが、福祉とか労働とか制度的なと

ころで新しい言葉が入ってきても、わかりにくいと思います。家族とのやり取り

の中でも一つ一つの名称や内容を事前に知っていたらコミュニケーションも取り
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やすいと思いますので、そういった研修の機会も取り入れたら有効かなと感じま

した。 

 

新しい視点ですね。ありがとうございます。 

スライドの５、６などで、鳴門教育大学との連携もスタートしていますが、関

わってださっております委員さん、どうですか。 

 

今までの議論の中からですが、専門性という部分においてコンサルテーション

で行っているのは、個別の支援というか、一人一人のニーズに応じたアセスメン

トだったりとか、それに対する行動コンサルテーションだったりするので、これ

だけで特別支援学級の教員の専門性の向上のすべてについて語れると思ってはい

ないのですが、その一部をコンサルテーションでさせてもらっています。また、

校内体制という次の話題に入るところをさせてもらっています。今モデル校と協

力して進めているところですが、一番の課題はこれをどのように共有していくか、

地域に定着していくかというところが、すごく大切だと思っています。また、個

別の支援と学級経営のバランスをどのように取っていくかを、この会で話をして

いかなければいけないのかなと思います。 

特別支援学級というのは、個々への支援だけをしているのではなくて、学級と

してどのように運営していくかということも重要だと思うのですが、この会の中

では、個別の支援の話はよく出てきていますが、学級経営としてはどうしていく
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かという視点が薄めだと思うので、これからその話もしていければいいのかなと

思っています。 

保護者との連携の話のところでは、文書や文面だけで保護者に何かを伝えると

きに、言葉のチョイスが大切だと感じます。この言葉が保護者にどう響くかとい

うことを考えながら、連絡帳を書くことも大事なので、そういうところも研修で

きたらいいのではないかと思いました。 

また、ホームページの話では、コンテンツは充実すればするほどわかりにくく

なるので、そういった矛盾を避けられないところはあると思います。方法として

は、初期に立ち返ってメールマガジンを配信するとか、LINEで情報を配信すると

か、先生方が探すだけではなく、登録した人に情報を発信するという方法もよい

のではないかと思いました。情報を切り取って発信するということは、ホームペ

ージを改編することより簡単にできるし、メールマガジンなどという手法は少な

くなってきていましたが、情報が増えた今だからこそまた有効かなと思います。

コンテンツが増えるということはそういうことかなと思いますので、欲しい人に

欲しい情報を発信するということも考えてもよいのではないかと思います。 

 

言葉の使い方は本当に大切です。一言一言がどう伝わるかは本当に大事です。 
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②校内支援体制の充実に関する取組について 

 

このことについて、ご意見よろしくお願いします。 

 

スライドの６ページのことですが、本校は委員会活動で、ＰＢＳに取り組んで

います。学校のため、誰かのために活動をするということを実践しているのです

が、委員会活動のメンバーには、特別支援学級に在籍している児童もいて、一緒

に活動しています。勉強とは違う場で、誰かのためにがんばれるということで、

あいさつ運動などを通常の学級、特別支援学級にかかわらず助け合っていってい

ます。研修などで他の学校から、ＰＢＳでは具体的にどんなことをしているのか

ということをよく聞かれます。具体的にお話すると、取り組むことができるので

すが、やりたいと思っても浸透していないところがあってＰＢＳをどう伝えてい

くのかがこれからの課題だと思っています。また、何年か前は実践していたが今

はしていないとか、担当者が代わったり、管理職の方の意識が違ったりするなど、

その年によってＰＢＳをしたりしなかったりすることがあることを聞いていま

す。 

このような状況がありますので、管理職研修などでＰＢＳの研修をしていると

思いますが、管理職の方への意識の高め方を考えていただきたいと思います。 

二つ目は校内支援委員会「プチ」のことですが、毎月開催していて、子供たちの
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ことがよくわかると新しく来た先生にも好評です。こういう場を持っていると、

特別支援学級の先生が受けてきた研修を他の先生と共有できるので、教員の専門

性の向上という点から、多くの学校で取り組んでいただけたらいいなと思ってい

ます。 

 

管理職の考えひとつで学校が右に行ったり左に行ったりすることがあります

が、管理職の研修について、事務局から何かありますか。 

 

ＰＢＳについて、管理職によって取組が異なるということがあるとのことです

が、学校運営にＰＢＳを生かしつつ、子供を中心に据え、教員が子供の伴走者と

なれるよう改めて研修を見直し、充実を図っていきたいと思います。 

 

取り組みたいけれども取り組めない学校があるという話がありましたが、子供

を目の前にして、「どうにかしたいという思いがあっても、どうしたらよいかわか

らない」という悩みがあります。「指導法は世の中にたくさんあって、その完成形

は見せてくれているのだが、どこから階段を上っていったらよいかというフロー

チャートがない」、「コンサルの機会がない学校や先生は、あきらめてしまう」な

ど、それが現場の実態に近いのではないかと思います。完成形を示すことも必要

ですが、現場の実態と完成形との距離があるので、それを埋めていく方法を示す

ことが必要だと思います。こんな時に、掲示板などで情報交換ができればよいの
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ではないかと思います。 

 

誰かの役に立つという話がありましたが、知的障がい児の場合には、人の役に

立ってよかったなという喜びがあると思いますが、発達障がい児の場合、なぜ役

に立たなければいけないのかという思考になったりする子もいると思います。そ

もそも「役に立つ」という経験をさせるのは、社会から排除されない一つの方法

というか、何か役に立つことがあったら、他の人から排除される対象から外され

るためのものと私は考えています。その時に発達障がいの子をどう導いていくか

となると、特性に応じたような、役に立つかどうかは難しいが、本人が繰り返し

てできることが、他の人に役に立つことにつながるということを見つけていくこ

とになります。そのためには、個別に細かい設定が必要になってきますが、それ

が軌道に乗っていけば、自信につながり、いい方向にいくのかなと今考えました。 

 

ご意見いただきました委員さんは、日本自閉症協会の徳島県支部の会長をして

いるという立場であって、いろいろな自閉症の方がいるということをご存じであ

ることから今の発言をされたと思いますが、行動障がいが著しく、自傷や他害が

ある子供が人の役に立つということを本人が自覚できるかどうかということがあ

るが、人の役に立つということはどういうことなのかを、それぞれの子供によっ

て考えてほしいということですね。 
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報告書にもあるように、ある委員がおっしゃった『福祉の分野でも「ストレン

グス支援」という本人の強みを生かして』という視点がありますが、最終的には

ご本人の意思決定につながっていくと思いますし、逆に言えば、意思決定支援を

するという場合にどうしていくのかということになります。私の中では、「意思決

定支援＝アセスメント」と思っています。本人の意思を尊重すると言われている

が、ご本人のアセスメントができていることが前提での意思決定支援だと考えて

います。 

 

それは、通常の学級に在籍する子供たちにも必要な考え方と感じます。それば

かりでは集団としてどうかというところもあるが、今のような考え方を通常の学

級の子供たちに当てはめて考えていくと、もっと主体性が伸びていくし、特別支

援学級に在籍する子供たちと一緒に学習や活動をしているという感じが出てくる

のかなと思います。理想的な話ではあるが、その方向を目指していかなければい

けないのかなと思いました。 

ＰＢＳの取組に関する学校長の意識等の話ですが、イベント的なゴールがクロ

ーズアップされてきてしまうので、基になる考え方、子供たちの行動をどう見て、

どう評価して、どう賞賛していくかをしっかり勉強していかないとなかなか続か

ないと思います。また、指導していっても１割、２割の指導にかかってこない子

供への支援をどうしていくかというのも、どこかで教えていただきたいと思いま

す。 
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いろいろな疑問などがあるわけですが、校長先生は校長先生の生の声、先生方

は先生方の生の声をのせているオンライン研修なら、誰でも見ると思いますし、

家に帰ってもみたいと思います。オンデマンド配信もしてもらって、内容的には

我々の困り感からスタートしているような内容も入れていっていただけたらあり

がたいと思います。 

これまでの全体を通して、また、２回目の委員会に向けてのご意見があればお

願いします。 

 

関係機関との連携においては、スクールソーシャルワーカーの存在に助かって

います。現在、配置が週に１回ですが、常駐していただけるとありがたい。本当に

ニーズがあるので、活用したい人が活用できるようにしてほしいと思います。 

 

ＰＢＳを続けていくうえで、しっかりと当初のねらいを持ち続けることは難し

いところもあるだろうし、ＰＢＳを取り入れ始めている学校でも、その考え方と

矛盾するような叱り方をしてしまうこともあると思われます。「ＰＢＳを取り入れ

ていること」と「文化になっている」ということは、まだまだ違うのかなと思うと

ころがありますので、そこをこれからどうしていくかが大切だと思っています。

大変な事例があるところで、ＰＢＳのような考え方がないと「指導できていない」

と先生が責められることになってしまったり、逆に子どもたちが責められること



 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

になってしまったりと，誰かが責められてしまう悪循環が起こり，誰かが追い詰

められてしまうことが起こりえます。ＰＢＳの文化が根付くと、そんなことは起

こらないと思います。大変なケースについては、早めに関係機関とつながること

ができたら、学校も追い詰められないということにつながっていくと思います。 

 

どうしていいのかわからないところが、このチラシで助けられる人も多いと思

います。関係機関とつながってうまくいくことがあれば、それを具体的に事例と

して示していただけると概要がよりわかりやすくなると思います。 

また、制度的な用語や専門的な用語がすぐにわかるような具体的な説明があれ

ば、ありがたいと思います。 

 

学校、家庭、事業所がうまく連携できれば、教育の参考になったり、うまく支援

がつながったりすると思います。福祉の現場でも、計画を作るときに、関わって

いる関係機関の方に会議に参加してもらうという場を設けたり、事業所でも個別

の支援計画を作るときに関係者の方に集まってもらったりしていますので、機会

があれば、学校の先生方にも参加していただいて、意見を聞くことができれば非

常に有効ですし、顔の見える関係ができていくのではないかと思います。 

 

毎回言っていることではあるが、親の会をこの輪の中にいれてほしいと思いま

す。連絡をいただけたら、いつでも困っていることを助けることができるので、
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関係機関としてこういうところもあるということを周知していただけたらありが

たいと思います。困っている子供がいて、親も困っていて、誰も幸せにならない

ところを、誰か一人でも助けてあげたいという気持ちがあります。自分の子供も

そういうふうに育ってきたし、困っている人を極力なくしたいという気持ちで活

動してきたので、ここになくても何かの折に話していただけたらと思います。 

 

ご検討いただけたらということですね。 

最後に委員長としてお願いしたいことは、今日は１４項目が示されています。

たくさんあっていいのですが、整理できないかなと思います。どういうことかと

申しますと、「県レベル」の取り組みとして、従来型の研修会とかホームページを

充実するといった内容があるのではないかと思います。次に「学校レベル」とし

て、コンサルテーションや徳島版メンター制度があり、「個人レベル」で、eｰラー

ニングやオンラインの掲示板があるように思います。その３つのレベルを横軸と

します。そして、縦軸を「専門性の向上」、「関係機関との連携」、それと「校内支

援体制」としてみますと、きれいなマトリックスができます。その９つのマスの

中に、これから取り組んでいく項目を一つ一つ入れていくことができます。そう

することで、「自分がどのレベルで、どの内容に取り組もうとしているのか」とい

うことが全体との関係の中で理解でき、取り組みやすくなると思います。新しい

取組を構造化して、「見える化」していただけるようお願いします。そして「徳島

県の取組は、こういう構造をしています」ということを第２回の会議でお示しい
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ただければわかりやすいと思いますし、現場の先生方にもお伝えできたらいいと

思います。 

本日は、委員の皆様のご協力により、充実した会となりましたことにお礼申し

上げます。ありがとうございました。 

それでは、最後に副知事さんより、よろしくお願いいたします。 

 

いろいろな意見を、いろいろな立場から聞くことができてよかったです。 

いくつかの気づきがあったのでお話します。 

最初の「研修会講師」については、「保護者」と記載がありましたが、「当事者」

とも併せて記載したらよかったんだろうと思います。 

また、「あどばいすタイム」もオンデマンドにすれば、多忙な先生方にとって有

益なのだと思います。 

「総合教育センターの特別支援関連のホームページが探しにくい」という意見

がありましたが、自分で確認してみると確かに徳島県のホームページにはリンク

が付いていませんでした。リンクを貼ることは難しいことではありませんし、す

ぐできることかなと思います。 

ＦＡＱについては、どうしたらよいのかわからないという方向けに、ケースバ

イケースのため難しい部分もあると思いますが、具体的な事例を載せると有益か

と思いました。 

ＰＢＳの記載のところで、「特別支援学級の生徒が」とありますが、時間がなく



 

 

 

 

てこのように書いたと思いますが、本来なら「すべての児童生徒が」と書くべき

だと思いました。今実践していただいているＰＢＳも、実は「特別活動の時間」の

学習指導要領にしっかり神髄が書かれてあって、特別なことではなくて当たり前

のこととして求められているものなのだろうと思いますので、現場において特別

なことをしているのではなく、そもそも学習指導要領に書かれてあることだと受

け入れていただければ肩の力が抜けるのではないかと思います。 

「自閉症のお子さんがどうやって、誰かの役に立つのか」というご意見も心に

刺さりました。一方、「学級の中にいてくれるだけでいい」という考え方もあるの

ではないかと思います。必ず何かの役に立たないといけないというのではなく、

その子の存在がみんなを癒やしてくれるなど、様々な捉え方も可能だと思います。 

現場や個人として難しいことがあるかもしれませんが、特別支援教育のみなら

ず、学級運営をどうしていくかということが求められるのではないかと思います。 

また、スクールソーシャルワーカーの充実については、予算の課題はあります

が、ニーズが高いということを改めて認識しました。もし、現場で支障があった

り、意見があったりすれば、次回の委員会の１月を待たずに積極的にどんどん伝

えていただいてもよいのではないかと思いました。 

時々学校を訪問させていただくことがありますが、子供たちが元気に活動して

いる様子は、見ていてとても心が温まります。先生方も日頃のご苦労はあっても、

子供たちの笑顔に救われているんだろうなと思います。 

ご多忙の中、ご苦労が多い中ではありますが、「徳島県はすごいことをやってい



 

るんだ」という覚悟を持って、今後もよりいい方向に進んでいけたらいいと思い

ます。 

ありがとうございました。 


